
いきいきとした国語学習指導の試み

出会いを大切にした俳句指導の工夫

1 はじめに

学習者にとって興味・関心のわかない学習は、九だ教師から生徒への知識の伝達に過ぎないのか

もしれない。特に俳句という定型に根ざした日本独特の文学の学習においては、指導者は、結局は

生徒に自分が鑑賞した内容を理解させようとしていることが多く、従って、俳句作品の理解や分析

の指導にのみ気をうばわれてしまうことが多いのではないだろうか。だから、教えよう教えようと

すれぱするほど、生徒から離れて行くの力刈f句学習であった。それは、学習者のいない学習指導で

あり、俳句学習の意味をなさないのではないか。いっそ、俳句に出会う機会の少ない学習者を、た

くさんのθr句作品と出会わせる。その"出会いのさせ方"を工夫することで、学習者目身の心の中

に揺り動かされてくるもの供感・反発・驚き・悲しみ・寂しさ・あかるさなど)を大切にして、

身近にある古典である俳句の持つりズムやことはの持つ力を感じさせることができないかと考える

ようになった。

「子供ナこちが詩と出会い詩の言葉を味わう経験は、日本語特有の音韻の響きゃりズムに触れ、言

葉のイメージの豊かな広がりに目覚めるための格好の経験である。しかし、これまでの詩の授業は、

一般に、作者の心情の「理解」と「解釈」に傾斜しており、言葉の豊かさの自覚的な追求は必ずし
_.、匠1)__、_

も十分であったとは言えない。」ここに、詩侮詩型文学の中の俳句も勿論含めて)の問題が示され

ているように、学習者ナこちと俳句を出会わせるということは、1旨導者のレールに生徒を乗せ、解釈

を教示することが大切なのではなく、将来にわたって日本語のりズムを楽しみ、五七五の17文字の

中に秘められた豊かな世鼎こ想像を広け、楽しみ、親しんでいく態度や心を養うことが、まず、第一

ではないだろう力、

「・・・いろいろな文芸様式の中で、俳句がいちばん親しみゃすい日常の文芸だ'と思、うからです。

私たちが'、つうに暮らしていながら、つい見のがしがちなものごとの輝きをすっと見せてくれるの

が俳句なのだと思います。身のまわりのものごとは、本当はそ才湘当に輝いていて面白いものだと
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いうことを、私たちはつい忘れがちだと思、うのです。俳句はそのへんをきちんとつかみ出してくれ

る文芸様式で跡。」と足立悦男氏力泊詢学習の意義を述べてぃる。筆者も、今日の中学生ナこちにとっ
て、文語・定型という二つの拒否要素をもつ俳句であるが、生活の中のきらめきを心で感じ、

葉の中に潜んでいる、言葉によって表現されている自然や人生、生活や作者と自己を関わらせなが

ら多くの作品に触れていくことによって、自分自身の言語生活を広げていくことができるのではな

いかと考える。
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1 研究のねらい

この研究は、国語科の学習で行われる詩(特に短詩型文学の中の俳句)の扱いが、従来、作者の

心情の理解と解釈に偏りがちであり、それ力刑k句の学習を知識伝達の新鮮味のない授業に偏らせて

いたという課題にっいて、"出会い"を大切にし九学習を組むことが、生徒の短詩型文学への抵抗

を和らげ、俳句に親しみ、作者にせまり、イメージを広げ、想像力を豊かにする、つまり、一人ひ

とりの受け取り方.感じ方・考え方がいかされるような、いきいきと学'プ)にっながっていくもの

かどうかを考察してみようとしたものである。

寺

皿研究の基盤

1.俳句との出会いと親しむことの重要性

まず、中学生が実際にどれだけの俳句と親しんできているのだろうか。d学校で学習した俳句

は、ほんのわずかであり、例えば、光村図書では「閑かさや岩にしみ入る蝉の声」「春の海終日

のナこりのたりかな」「痩せがへるまけるな一茶これにあり」「外にも出よ触るるは力町に春の月」

「タ風や白は'らの花皆動く」「犬の子のどこもやはらか野分中」「スケートの紐結ぶ間も逸りつ

つ」などである。この扱い方いかんでは、生徒力琉曝的な世界を持っ俳句に対してどういう印象

を持っているかは不安なところである。事実、中学生の俳句についての印象は、古臭い、年より

くさい、堅い、わけのわからないもの、自分とかけ離れたものという印象が強いのである。

野地潤家氏は俳句耕オを取り上げて指導する際の基本をこう述べている。「詩・短歌・俳句教

材を取り上げて1旨導艦賞・実作いずれの場合も)を進めていくのに基本となるのは、まず、学習

者呪童・生徒)に詩・短歌・俳句への親近感を抱かせるように努めることである。1旨導上、手

ちがいがあって、学習者呪童・生徒)に詩・短歌・俳句剃オに疎外感を持たせてしまうと、学

詩・短歌・俳句に出会って、味わっていく喜びを得させ習意欲を盛り上げていくことは難しく、
往3)

ることが望めなくなってしまう。」と。

日常生活の中でも標語やコマーシャル、新聞などで、五・七のりズムはあ'、れている。けれど

も、それ力淵1句の世界とは結び付いていないのが生徒の実際ではないだろう力、であるからこそ、

生徒は俳句は自分には遠い世界であるかのように思、い込み、自己との関わりをなにも見出だせない

まま来てぃるのである。その上、教師側から、俳句の学習で解釈と分析を押し付けられナこのでは

ますますこの俳句という世界から遠ざかっていくのも当然である。

私たち教師がすべきことのーつは、子供の頭の中を作品の分析や解釈でいっぱいにすることで

はなく、今後続いてぃく言語生活を豊かにしていくことであろう。俳句というものを生徒に抵抗

なく出会わせ、親しませることによって、一人の人間としての言語生活の中に俳句を近づけてい

くことが重要だと考えるのである。

今まで自分がどうしてもできなかった、解釈や分析から逃れ九俳句1旨導のーつの試みを図書館

にある50冊の歳時記を利用して、ここで示してみることにする。学習を離れても、日常生活の中

で俳句に楽しく触れあっていくような気持ちを起こさせることができれば、この実践の価値はあ
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つたといえるのではないだろうか。

2.チ旨導のポイント

筆者がこの実践で押さえるべきポイントだと考えたのは、下記に示すような"出会い"である。

D 歳時記との出会いー・・一自然(季節)や人生をことは'から感ずる心を大切にする。

2)ナこくさんの俳句との出会い・ー・一瓣斗書・便覧・歳時記により出会いの絶対量を増やす。

(教科書のみでない教材を開発する必慶がある。)

3)自己との出会いー・・一新ナこな住忍識を新たにさせられるような)自分の発見、作品と自分との

関わりを見つける。

4)実作からの発見と出会いー・一下手でもりズムや季語に慣れ、親しむ。

5)違う鑑賞との出会い・ー・一解説、他の生徒が選んだ俳句、視点との出会いによって自己を'、く

らませる。

これらの出会いをどうやって作っていくか、より自然な状態で日本文学の伝統に目を向けさせ、

抵抗なく出会いを作っていくかがこの単元のポイントといえる。そのためには、個々に人と違う

自分なりの個性あふ、れた自信のもてるものを持九せてやらなければならない。そして、出会いを

作ると共に、自己を切り開くような、認識を揺さぶるような学習にしてぃきナこい。

いきいきとした国語学習指導の試み

Ⅳ実際の授業

1.実践①

D 単元名「私の四季を作る」◆r句で創る・一年~

(3,1手生.昭和63年12月実掴

2)教材「俳句一世界で最も短い詩」傭羽狩行)・現代俳句歳時記編者・水原秋桜子)

3)単元設定の理由と学習の基盤

長いイ云統を持つ俳句は、特有の形式やりズムや言葉が使われているためにどうしても鑑賞力嘩

しくなってくる。まナこ、俳句は中学校に入ってから初めて三年生で扱うことが、よけいに俳句と

生徒との距雛を持たせているように感ずる。

これまでは俳句の指導といえば耕斗書に載っている俳句を生徒に割り当てて調べさせ発表させ

ナこり、一句ごとにナこくさんの言葉や場面・人物・音・色などを言わせてそれをまとめナこりという

ことが多かっナこ。しかし、本当にそれで俳句を1旨導しナこことになるのか、どいう疑問がいっも頭

に残っていナこ。

そこで、今回は、学習者に自ら俳句の中に飛び込ませ、ーつでも二つでも心に残る俳句を見っ

けさせるナこめに、この教科書に載っている俳句を中心にして俳句への第7歩を踏み出し、その後、

歳時記を使った学習展開を考えてみ六。

俳句を1旨導していこうと思、うとき、解釈の方に重きをおくのか、俳句に親しませる方に重きを

おくのかによって指導の方法も変わってくる。今回は、この歳時記を使って自分の感じる一年を

俳句を入れながら倉4作させることにしナこ。ナこだし、そのg陶の解釈を細かく問うのではなく、あ

るテーマにそって歳時記を見つめることによって少しでも俳句への抵抗をなくし、俳句に親しま
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せ九いというねらいである。

なお、学校に備えてあるのは「現代俳句歳時記」(S、55 一編者・水原秋桜子一)であり、

季節を各三節に分かち、すべて太陽暦にしたがって編集してある。まナこ、季題は自然・生活'風

習・動物・植物という分類である。

枦4)目

①俳句にっいてのテープや発言を聞く中で、聞き取る力をっける。

②俳句にっいてのお互いの想像を聞き合う中で、自分の世界を広げる。

③九くさんの俳句に触れ、好きな俳句をつくる。

5)指導計画

.第一次一ーー教科書用のテープを聞き取り、俳句の約束について理解する。(1時間)

.第二次一・一教科書に解釈のほどこしてある二句をとりあげ、みんなで俳句の世界を想像して

実践②の第三次の活動を参照のことみる。(2時間)

.第三次一ーー教荒摺の参考俳句にっいて考える。(1時間)

.第四次一ー・・歳時記をっかって大きなテーマの中から俳句をさがす。(4時間)・・ーー資料A

.第五次一・一四季の俳句を入れナこ手イ乍りはがきをイ乍る。(1~2時間)

.第六次・・・一自分の俳句の世界を振り返る(1時間)ー・・一資料B

.第七次一・・ーみんなの手イ乍りはがきを見る観外)ー・一資料C

資料 A
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2.実践①の成果と反省

D 自己との出会い

まず取り上げナこいこととして、1旨導のポイント3)自己との出会いがある。初めて出会っナこ歳

時記を使って、個々の四季を描かせナこわけだが、生徒は次のような!歳§Rを残している。

ぼくは項目を動物にしてかいてきまし九。何気なく自分の好きなものとかで選んでいましたが、

'、と気がっいてみると、変わっ九能力を持っている動物を選んでいまし九。燕は空を自由にとび、

かわせみは素早い動きで魚をとらえ、鮭は海へ旅に出ても生まれナこ川にもどってき、河豚はものす

ごく大きく膨れる。これらの能力は、それぞれの季節で引き立つ。だ'から生きるナこめの力といえる。

これらの動物は人問のように一年中同じょうに生きてはいない。短い期間だけ表舞台に出る。その

問にせいいっはい自己PRをしている。この自己PRが一生懸命に生きることにつながる。自分の

世界は、四季を表わすのと同時にその季節の「生きること」も表わしていナこようだ。(M男)

(この生徒は、題材にひかれてg詢を選んでいる。だから極端なことをいえば、その動物が

詠みこまれていればどの俳句でもよいのかもしれない。取り上げナこ題材段階にしかまだ眼がい

つていないのが残念である。)

寺 本 学

私の選んだ俳句は、にぎゃかな感じのするものは少なく、静かな感じのするものが多いです。静

かな中にも一強さーみ九いなものを感じる俳句を選んでい大ようです。

あともうーつは、全部、花の咲く植物だということです。季節ごとにいろいろな花が咲きます。

それらは、とてもきれいに、優しく咲きます。しかし、生きる九めの強さも持うていると思い、そ

れに魅力を感じ選びまし九。(Y子)

(この生徒の場合は、選んだ俳句でなけれぱならないーつの眼がある。それらの俳句に出会

うことによって認識を新たにさせられ九ところが明らかである。このように自己を見つめた鑑

賞がもっと溢れてくるようにしナこい。)

・夏といえば海、そして力強く動き出私は自然の力強さみたいなものを捜していナこようだ。

す動植物。「飛魚の翼はりっめ飛びにけり」飛魚の力強く飛ぶ姿に夏だ'という感じを受けた。夏に

動き出す動植物ナこちには「さあいくぞっ」という意気込みが溢れていると思う。こういう自然と動

物の密接な関係に知らず知らずひかれてい九んだと思う。これからの学歴社会の中で、私達は了見

が一段と狭まってくるだろう。でも、自然のあの雄大さを見失わないよう努力しナこいと思う。とに

かく、すべて人類は自然に魅せられているのだと思、います。(N子)ーーー資料C参照

(この生徒の場合も、好きなものを選び出し、それを分析することによって、自分の心の中

にあっ九視点を捜し出している。そして、今まで以上に自然が自分の身近に迫ってきていると

思われる。)

以上見てき九ように、生徒九ちは俳句を選ぶという活動を通して、そこに自分の心を見てい

るのである。つまり、選び出し、鑑賞し、表現するという学習を通して、改めて自分のものを

見る観点・ネ見点というものを知ることができるのである。ここで自分と作品との関わりができ

るのである。これを自覚させることが少しでもできナ時、中学生の鑑賞のーつの在り方がそこ

8



に見えてきているといえると思う。そして、"出会い"の学習の大切さも確認できると思う。

2)歳時記との出会い目然(季節)や人生をことばから感ずる心を大切に

①歳時記の力、魅力・・ーー1旨導のポイント1)

歳時記について、こんなコメントかある。「・ー・ーとにかくこんな不思議なものは外国のど

こを捜してもない。国民の愈受性の集大成がアンソロジーの形ιこなうてぃる。 「国民感

覚大辞典」とでもいうべきもので、こんなものはほかの国にはまったくないわけですね。し

かも、その「国民感覚大辞典」は季題でひく仕掛けになっているー・ー・。」

筆者はこの学習で学習者たちと歳時記との出会いを重要に考える。歳時記の中には自然や

人生カサこくさんつめられている。現在の中学生、いや大人たちの中でも、文明が進むにっれ

て自然から離れ、自然から遠ざかり、日常の中に息づいている生命の音や動き、色や香りを

知りながらも感じる心力珍屯くなってきている。こういう今だからこそ、中学生という多感な

はずのこの時期に、目分のネ見点を持って歳時記と出会わせたかったのである。ま九、自然喪

失のこの時代だからこそ、旋侍記をむしろ積極的に学習の中に取り組むことで、自然感覚の

育成にも役立てることができそうな気がするのである。

人問の感性を育てるための大切な苗床である自然。その自然や人生を表現してぃることは

に歳時記を通して触れさせ、そして、選ぶという活動を組み込んだ時、必然的に触れる俳句

作品が増えていくことになるのである。

自然に対する人問の恋い焦がれる支詩ち、五穀豊穣を祈る純粋な心、その自然の中のーつ

に人間がいる。季題は人間と宇宙のキーワードである。俳句を学習するということは、自然

と'、れあうこと、それは根源においては人の命の尊さを教えることになるかもしれない。

②歳時記の教材としての問題点、

一般に(今回使用したものも)歳時記自体が大人を対象にしナこものであり、中学生向きで

はないことが上げ'られる。であるから、この歳時記が今回の学習者である3年生にどれだけ

適していた教材であるかは疑問である。しかし、中学生としてそれぞれが楽しみながら歳時

記を開いてい九という印象が、今回の実践から感じられた。

省3)反

この実践iJによって俳句が生徒の心に近づいていっナこ感触を得た。それは学習への取り組み

の態度、そして、感想からも感じ取ることができる。

「俳句とか短歌と力澗くと抵抗があってどぅしても近寄りが九いという感じだ'つたけど、歳

時記などより自分の興味のもてる俳句を選んだてとによって、遠い存在ではなくなっナこような

気がする。ちょっと難しいような俳句があっても、自分の興味のもてるテーマで選んだから、そ

んなに難しく感じなかっ九。自分でg陶を作るということになると、まだとまどいがあっナこり、

冗談ほ゜くなったりするかもしれないけれど、ここで勉強して俳句に対する気持ちみ九いなもの

が一歩近づいたのでよかっナこ。」(A子)

「俳句は短いけれど作者の気持ちをある程度想うことができる。初めから抵抗の方は少なく

て、結構興味があった。でもやってみると、抵抗はないけど難しいなあっという気がしナこ。17

いきいきとした国語学習指導の試み
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音の中に季語が入ると余計に。そう思、うと、歴史に残る句を作っナこ人はすごいと思っナこ。新聞

にもよく俳句や短歌が載っていて、今までは見もしなかっ九けど、最近は季語を捜しナこり、チ

ラッとでも目を通すようになっナこ。」(K子)

自己と俳句との関わりをしっかり見つけることができ、生徒たちが新たな自分、または、改

めて自分の中に潜んでい九→EI'を俳句と出会う学習から見つけ出してくれていたようである。

しかし、問題点もいくつかみられナこ。

第一に、つ九なくても実作によって俳句の世界に親しますことができなかったこと。

第二に、自由律俳句をあまり取り上げなかったナこめ、生徒に俳句の世界のある・→ヨ1'しか紹介

できなかっ九こと。

第三に、違う眼で見ナこ俳句の世界に触れさせることが足りなかっ九こと。

以上の三点の反省をいかし、実践②に移っていきナこい。(これは、筆者力隅然二J手連続で三

年生を担当したナこめ、まだ実践①の感触力暖かい内に実践しナこものである。)

3.実践②

D 単元名「俳句に親しむ」~コメントで膨らませる俳句学習~

(3年生平成元年12月実陶

2)教材「俳句一世界で最も短い詩」傭羽狩行)・現代俳句歳時記編者・水原秋桜子)

各教科書の中から抜き出した俳句、解説、鑑賞文

3)単元設定の理由

筆者は、実践①によって出会いの大切さを確かに感じ、ま九、生徒たちもいきいきと学習に

取り組んでいナこので、実践①の理由の上に、生徒の反応を考えながら、反省で上げナこ三点(指

導のポイントの4)、 5)が重なってくる)に重点を置いて指導することにしナこ。

4)目 標

①俳句についてのお互いの想像を聞き合う中で、自分の世界を広げる。

②たくさんの俳句に触れ、好きな俳句をつくる。

③つナこなくても実作することによって俳句に親しむ。

5)指導計画

・第・→欠・ーー耕し個語教室通信と第一次から第三次までの問の実作への挑戦)

歳時記の季語を使ってつくる実作や^分を抜いて想像する実作によって

・第二次・・ーー俳句の歴史に触れる。(1時間)

・第三次一ー・・瓣斗書の俳句から想像を広げる。(2時間)・・ー・3謬挺)の第二次と下稿参照・・資料D

・第四次・・・・ー^の白い世界に自分の世界を広げる。(2~3時問)ー・・一資料EFG

参考俳句、教科書、歳時記から好きな俳句を二句選び、自由詩、枷吾、絵画、解説、鑑

賞文、感想に到杉する。そして、歳時記から参考俳句、季語の解説を入れる。

.第五次一ーーグノレープどとに回覧し、三枚の力ードのいずれかで、作者倒三徒)へのメッセー

ジ、批評を力K 。受け取った本人はノート1こまとめる。(3時佑つ

.第六次一・・・・コメント集作り僅理とまとめ)(2時ルΦ一ー・・資料H

寺 本 学
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4.実践②の中から

D 実作への試み守旨導のポイント4))

授業の始めに歳時記の中から今日の季語を数種選び、その季語を使って五七五のりズムにの

せて俳句の世界に近づこうとしてみ九。

(伊D 11月の授業からー・・一季語"コスモス"を使って

これは、校内マラソン大会が開かれナこ時、そのスタート地点まで歩く道々にコスモスが咲き、

厘Uこ揺れていたのが筆者の心に残っていた。ここで、この季語を生徒たちにぶつけてみてはと、

授業の中で実践したものである。

いきいきとし九国語学習指導の試み

・コスモスや風にゆられる秋のうた(N子)

・コスモスや冷たい風に身をゆだね(1男)

この例のように、とにかく俳句の世界になれることを目標にして、作品主義にならないよう

に気をつけて心を耕していっ九。ま九期末考査では厳しい寒さのころなので、隙間風・嚴・虎

落笛などの季語から実作へチャレンジさせてみ九。

・隙間風筆を休めて閉め直す

・虎落笛肩をすくめて空見上げ

・道端に犬うずくまる霞の日

それぞれの作品をより高めてやれる力は筆者にはないけれども、学習の中に、生徒の作品の

紹介を入れることによって、時には驚きの声も上がり、生徒たちの世界に俳句が入り込みつつ

・コスモスでひとり占う好き・きらい(H子)

・コスモスやみて立ち止まる人ひとり(T子)

ある感触を得ることができ九。

2)第三次一・・一瓣斗書の俳句から想像を広げる。

侠践@Xの共通資料D参照)

"出会い"をポイントにしたこの俳句学習の中で、この

学習過程は大切になってくる。ここでは一斉指導であるが、

拡散的になりゃすいこの単元にここで椣を打っておくので

ある。

つまり、言語のもつ多彩な働きを晦忍しておくのである。

ここでは、教科書の二句を取り上げナこ。右のプリントはそ

の時のものである。ここに二つの俳句があげてある。ーつ

は教ネ斗書からとったものであり、もう・ーつは筆者がある意

図を持って似せて作ったものである。学習者九ちのほとん

どは教科書をまだ見ていない、そこでこの二つの俳句に出

会わせていった時、面白い現象が起こる。生徒九ちは筆者

・耳'、さぎ童おそれし虎落笛

・憲にて破れし雲から降る光

・虎落笛振り切り走る頬赤く

資料 D
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の俳句の方を初めは好むのである。

しかし、何度も繰り返して読み、声に出していき、その句の中に見える状況や声、音、空気、

などを見つめていくと、やはりその違いに気づいてくる。

こうして学習者の誌識を揺さぶり、言葉の重みを経験させておいてから学習に入っていくこ

とで、少しでも学習者の俳句を選び鑑賞する時の刺激とし、低次元での自己満足を防ごうとい

う意図を持っているのである。

3)歳時記を利用しての生徒作品

(ここでは資料Eが絵で表現しナこもの、資料Fが自由詩と絵で表現しナこもの、資邪IGは物語

で表現し九ものである)

寺 本 学
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4)三枚の力ード q旨導のポイント5))ー"一資料H

生徒は次のように力ードを使っていっナこ。ーーーK子さんの作品(資邪卜F参照)に対してN男

くん、 T子さん、 Y男くん力漕いたコメントの例である。

.赤の力ード(内容にっいて初めて知っ九こと、解釈のしかたの面白いところにっいて書く)

.詩をかいているところがすごい。露は秋のものとは初めて知りました。 N男

.青の力ード(表現の工夫、おもしろさにっいて書く)

寺

~絵.文の工夫・色のっけ方・字の大きさ・書き方・紙面の充実度~

.黒だけで、とても具体的な俳句だと感じました。 T子

.黄の力ード(全体から感じたこと、まナこは、その人へのメッセージを書く)

本

~構成の仕方、文字の丁寧さ、素直な感想・誤字があれば教えてあげよう~

.筆書きの字もうまいし、鉛筆画もうまい。詩もしぶい。構成も工夫してあり、独特でい

いと思う。ーつの厘県に二っの句。とてもよい、しぶい作品九。 Y男

こうぃう'、うなコメントをグループになって書きっけていっナこわけである。

次の資料はそのコメソト集であり、コメントを自分の意図をもってまとめ、各自の俳句への

思、いを題にして、表現したものである。
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学級内のメンバーであるから、勿論顔を浮かべ、日頃の言動や印象を持ちながらコメントし

ていったのであるが、その学習後の感想を少しあげてみよう。

「みんなとても上手で驚きまし九。絵のすごくうまい人

とか、今まで知らなかっ九のに見つかって、その人の大切

な秘密を盗み見九ような気がしまし九。私の作ったプリン

トを見てほとんどの人がほめてくれとても嬉しかっ九です。1

「絵本のようだ」とか「かわいい」というのが多くて、私

のねらいをみんなわかってくれたと思いました。というの

も俳句や絵をなるべく可愛くて昔くさくないのを選んで、

絵も子供っほ゜くし九つもりだっ九ので、そんな私にとって

はありがたいコメントでしナこ。」( 1子)

いきいきとし九国語学習指導の試み

「俳句を勉強してみて、今まで俳句なんかは興味がなかっ九し、私とは別世界のものだと思って

いたけれど、五七五のりズムに自分の気持ちが表しゃすいので、俳句に対しての考えが変わりま

しナこ。自分で俳句を選んでいろいろ歳時記を使って調べ、それに関する絵を書いたりして、初めて

深く俳句を味わいまし九。みんなの作品を見て、みんなすごいなあと思いまし九。普段とは想像も

つかない人が、絵や文がとてもうまかっ九りして、新しい友達の一面が見られまし九。あと、構成

とかも人のを見てよくわかりまし九。今、俳句を勉強してみて、もらと早くから俳句を知ればよか

つたなあと思、いました。ナこだ嫌いと思い込むだけではなくて、実際やってみないとわからないとい

うことをつくづく思いました。」( Y子)

「この俳句の勉強をして、勉強する前とあと二ではかなり
変わっナこと思います。特に私が選んだ二つの俳句について

は、いろんなことを調べ九りしたので、色々なことがわか

つナこし、随分その句に対しての考え方も変わってきましナこ。

・・」( M子)
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にのように自分九ちで自分の好きな俳句を選び、自分

なりに工夫して、人に見せることによって、なにか前より

俳句に対しての考え方がちょっと変わっ九ような気がする

結構みんなきれいに、わかりやすく、頑張って書いていた

自分のを作るだけが俳句に近づくのではなく、人のを読む

ことによっても近づけナこと思、う。・・・・・」( K男)

上の感鬼Rを見ると、一様に、学習前と学習後では俳句に対しての見方に変容がある。そして、

ある生徒の心には深く鑑賞しナこという実感が残り、まナこ、別の生徒の心には、俳句を近くに引

き寄せたという気持力注まれている。このコメント学習の効果は、絶えず相手を意識し九学習

となるため、生徒九ちの心に緊張感や刺激が生まれることがあげられる。
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察V 考

今回の実践の1旨導ポイントと生徒の反応、について折に'、れて考えてきたが、もう少し考察してみ

たい。

1.歳時記との出会い(実践①北か

今回出会わせた歳時記は、生徒にとってはかなり背伸びしながら触れていくものであっ九よう

だ。しかし、この時期に日本の個民感覚大ぎ辛典」ともいうべき歳時記に触れていくことは、そ

れ自体意義が大きいはずである。歳時記は読蛎辛典という点で類を見ないものであり、中学生の

この時期に自分の興味・関心から歳時記と'、れあうことによって、生徒の言葉への関0は高まっ

ていこうとしていると考える。

2.たくさんのg陶との出会い^①・②)

前にも述べたように、生徒ナこちはもともと俳句と出会う絶対量力沙ないのであるから、教師が

学習の計画・桝オ'を工夫していくことによって、出会いの量を増やしてやらねばならない。俳句

の学習の中においては、俳句の特性も考え、教科書の中のわずかな俳句のみではなく、生徒の生

活と関わりのあるg恂、この時期に出会わせておきナこい俳句など、教師の教材を見つける努力が

大切になってくる。

そして、その後、古典学習と結びつけ、百人一首によって日本語のりズムを楽しみ、「奥の細

道」を俳句と百人一首との関わりを考えながら学習していったことも、生徒の実態に合った学習

の流れであったと考えられる。

3.自己との出会い(実践①・②)

作品を選ぶ、それも自分の好みで選んでいくということは簡単なようで意外と難しい面がある。

作品を自分の心のフィルターを通してみるのであるから、選んでいっ九ものをあとで分析させて

みれぱよくわかるように、いま現在の自分の関心のあるもの一思い出に残っているものなど、自

己の心との関わりで作品が選ばれている。

4.実作からの発見と出会いほ謡煮②)

今まで見てき九ように、初めは俳句という言葉だけで、何か自分とかけ離れた学習をするかの

ように考えていた生徒ナこちも、下手であってもまず教師がその場で実作し、その後、生徒たちも

共に上手下手にこだわりなく五七五のりズムにのせて実作することによって、俳句への距離が近
、

くなっていっナこように思われる。

5.違う鑑賞との出会い(実践②)

生徒九ちはこういう学習をすることによって、他人の眼に'、れることを心に留めながら自分な

りの作'課釈を広げ、作品作りをしていく。そこに緊張感力注まれ、いいものを創りたいという

思いも強くなってくる。そして、個性あ'、れる友達の作品を見ながら、その生徒へのコメントを

かくということは、その人物と俳句との関わりを思い浮かべながら学習していくことにつながる。

自分の俳句への考えや解釈をもって、他の人の俳句とその解釈・鑑賞を見つめていく。同感した

り、またその受け取り方の違いに驚きながら、みんなの作品を見つめてコメントを書く。こうい

寺 本 学
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いきいきとし九国語学習指導の試み

う刺激を受けながら、とても意欲的に取り組んでいたのが印象に残った。そして今後は'髭賞文

の書き方という学習に発展させて行くことも考えられる。

Ⅵまとめと今後の課題

今の生徒の傾向として、何にでも答えを求め、答えを欲しがるということが上げられる。しかし、

俳句の場合、あまり解釈や分析に力点をおき過ぎると、生徒の存在感のない学習となってしまう。

解釈の多様性にっいて^」を上げてみょう。(教科書の俳句から)

「眼にあてて海が透くなり桜貝」松本たかし

1・教科害解説・鑑賞より鷹羽狩行)

「'ーー'この桜貝を浜辺で拾い、目に当ててみる。すると眼前の海が透いてみえ九という。しか

し実際には、桜貝を目に当てても何も見えない。ーーーつまり、桜貝の中に幻のように浮かび出た

海に、春の美しい浜辺の象徴をみナこのだろう。」

2.「春の俳句」俳句鑑賞歳時記伏野林火)より

「眼にあてて海が透くなり桜貝」とは美しいロマンだ。透いてみえるものは海はかりでなく、

遠き故に九のしい思い出であろう。いま曽ての桜貝を取り出して眼に当てれば曽遊の江比問の
海が見えるにちかいない。」

3.「教科書に出てくる俳句」くもん出版

r G丙の床にいる作者が)ビンク色の美しい桜貝を目に当ててみると、その美しい貝がらをす
かして、春の海ののびゃかな情景が浮かんでくるようだ。」

17

上の^1力坊も感じられるように、俳句には多義性がっいてまわる。そこ力淵r句の面白さでもあ

るかもしれないが、そこを分析的に学習の中に積極的に取り入れていくより、今の中学生に必要な

ことは、俳句という日本の伝統的な文芸にまず親しませることなのではないだろうか。

子供が文芸を身近に感じるということは、生活の中に俳句が入り込んでいくということだ。その

ためには、中学生にはd孝生に合っナこ、生活の中できらりと光る俳句教材を捜して行かなければな

らない。従って、教科書はかりでなく、学習者をDに置いて複数の俳句耕オを教師が捜し出し、出

会わせて行くことが必要になってくる。

今回は歳時記を中心に実践してきたが、難しいながら生徒は自分の生活を思い浮かべ、生活の中

から今の自分に合っナこg恂を選んでいることに驚かされる。

また、小学校で俳句に触れてから、中学校では三年生になるまで俳句に出会うことはない。しか

し、これでは生徒にとって、俳句はいつまでも身近になることは難しい。つまり、中学校ではもっ

と計画的に俳句と出会わせる工夫を考えなければならない。g詢~D耕しといってもいいと思われ

る。まず簡単にできるのは国語教室通信(国語科担当教師が一週間に→女、授業の中で扱えない国

語の力をっけようとして作る補助教材)である。年ル徽40号になるこの通信をヨ十画的に仕組み、少

しずっ俳句に出会わせて行くことができそうである。また、掲示などの言語環境の中で俳句に触れ

させて行くことも、大切に考えていかなければならないだろう。

学習者にとっての俳句学習は、こうありナこい。まず出会わせる、名句とされる俳句は'かりでなく、



中学生の作っ九俳句、タ掴の・r・供たちが作った俳句、さまざまな俳句と出会わせる。

そこから、目己を切り開く。意外と斑分で目分自身というものは見えてこないところがある。そ

れを、自分で選んだ俳句をながめ、分析しながら兒つけていく。新しい自分、思いがけない自分、

作品によって認識を新たにさせられ九自分が見えてくるようにする。そこから俳句に対して親しみ

が生まれてくる。そして、それ力梱々の生1汚の中へ溶け込むことを願っている。

俳句についての中学生の印象をあげてみると、「、占奥い、年よりくさい、堅い、わけのわからな

いもの」という印象が強い。こういう印象の強い俳句をどう中学生に出会わせていくのかは大きな

課題であの、そのーつの方法として、今回のように、俳句の短詩型という便利なところを利用し九

学習がある。小説では、学習者個々に別の作品を読ませ、すぐにそれについて話すことなどできょ

うはずもない。しかし俳句なら、学習者たちに目山にさまざまな作品,を読ませていくことが、鯨時

間の内に可能である。つまり、学習者たちに任せる、それぞれが口己へ晤りかけるような学習を展

開することが可能なのである。

しかし、学習者それぞれに俳句を任すことの怖さもある。

「俳句のもつ多義性は、多様な読みゃ解釈をうみだします。それはそれで、鑑賞という行為を楽

しくさせてくれます。ーつの正解を求めていくような読みのこわはわから、少なくとも解放させて

くれます。しかし、多様な読みや解釈をうみだすだけでは、鑑賞という行為のもうーつの楽しさが

ぬけてしまうと思うのです。・ー・一自分の価値観の範囲内で納得しナこいときに、「わかる」という安

定をつい求めたくなるものだということです。そのとき、新しいものごととの出会いがはばまれて

しまう。自分の内部が変えられていくことの快さが、ある意味で、すぐれた文学との出会いによっ

寺 本 学

ても九らされる鑑賞なわけですから、「わかる」という了解の仕方はときに警戒を要します行'
それは、学習者が自分なりの読みをしていくと、低次元のところで自己満足し、自己中心的にな

り、ーつの言葉の重み、助詞一つに凝縮されナこ思いに気付くことなく、勝手な思い込みをしナこまま

で学習を終わってしまう大きな危険が考えられるということである。この怖さも指導者はしっかり

心におきながら、学習者九ちがいきいきと取り組んでいく単元開発に努めなけれぱならない。
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